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１.1 AIDC-WG 

AIDC-WGは、電子情報委員会の中のBS部会で活動しているWGで、 
JAMAメンバーとJAPIAメンバーで構成されています。 

＜メンバー構成＞ 
 ・JAMA14社メンバー 
 ・JAPIA代表 メンバー 

ビジネスシステム部会 

Next EDI検討T/F 

ＡＩＤＣ－ＷＧ 

BS統括分科会 

メッセージＷＧ
(EDIFACT/XML) 

帳票ＷＧ 

※JAPIA：一般社団法人日本自動車部品工業会 
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AIDCは、RFIDやバーコードなどを利用した自動認識技術で、 
一つひとつの個品を識別することが容易にできるようになります。 

◆個品識別 

 個品(車両や自動車部品）を一つひとつ特定すること 

これにより、製品ライフサイクルの中で個品を追跡したり、管理す
ることができる。 

◆AIDCとは 
「自動認識およびデータ取得」という意味の英語略称 
    “Automatic Identification and Data Capture” 
RFIDやバーコード、QRコードを活用した自動認識技術のこと 

１.2 AIDCとは 



Copyright (C) Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.2016 4 

ISO 

JAIF 

JAMA 
JAPIA 

意見集約 日本 
自動車 
業界 

審議団体 日本審議団体 

AIAG 

ODETTE 

国際  
ルール 

ガイドライン 

ガイド 

ライン 

普及 

要請 

WG活動は、ISOなど国際標準を前提とし、 
①国内意見を集約、②JAIFやISOへ要請 ③国内ガイドラインの 
作成・普及などの活動をしています。 

１.３ WG活動 

自動車業界の要請 

国際ルールの 
自動車業界展開 

米国自動車業界標準化推進団体 

欧州自動車業界標準化推進団体 

＜ISO組織＞ 

＜自動業界＞ 

Joint Automotive  
Industry Forum  

Organization for Data Exchange  
by Tele-Transmission in Europe 

Automotive Industry Action Group  

自動車業国際団体 
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１.４ ODETTEのRFID活用 

 欧州企業は多国籍企業であるため企業内でも国際的な標準化が必要
である。また、産業改革の手段としてもRFIDの積極的な活用・標準
化を進めている。 

◆欧州は多国籍企業 

◆産業空洞化の危機感 
Industrie 4.0、 IoT、３Dプリンタ 
RFID などIT技術による競争力確保 

物流改善の横展開 

産業の改革 

RFID標準化 

新分野への適用展開 

・積極的な活用 
・利用範囲拡大 
・ISO規格化 

RFID利用の標準化 
ISO規格化が必要 

技術シーズとしてのRFID 
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RFIDの 

企業内利用 

RFIDの 

企業間連携利用 

新たな課題 

トレーサビリティなどの品質保証対策、リサイクル、環境負荷物質な
どの環境対策など、今以上に企業間連携した情報共有が必要になって
きています。この媒体としてRFID利活用が有効と考えています。 

・トレーサビリティなどより高度な品質保証対策 
・リサイクル、環境負荷物質などの環境対策 
・個品管理によるライフサイクル全体を通したQCD改善 

・ＲＦＩＤの進歩 
・ＩｏＴ、Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅ4.0など  

技術進歩 

より大きな視野が必要 

業務ニーズ 

2. 背景 
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２.１ 自動車業界のRFIDビジョン 

・現品票/ かんばん 
・個品管理 
・車両管理 
・履歴管理 
・メンテナンス 

ハードウエア ソフトウエア ネットワーク 

業 

務 

プ
ロ
セ
ス 

RFID 

基盤 

ユニークに識別するデータモデル 

自動車メーカー 

アフターマーケット 

サプライヤー及びサービスプロバイダー 

・試作品管理 
・車両開発管理 
・生産準備管理 

・品質保証 
・サービス部品 
・輸送 

・材料識別 
・リサイクル情報 
・ライフサイクル 
 管理 

・船積み 
・輸送容器管理 

・車両輸送 
・通関 

ユ
ー
ザ 

    リサイクル 販売   生産 製品開発 

JAIFでは、RFIDを取り巻く環境をRFID基盤、プロセス、 
業務、物流、ユーザの５階層に整理しています。 

物
流 
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２.２ 現状の自動車各社RFIDニーズ 

企業内で閉じた業務 （生産） 企業間をまたぐ業務（物流） 

媒体 ＲＦＩＤ バーコードほか ＲＦＩＤ バーコードほか 

完成車 

部品組付指示 

生産設備制御 

打刻指示 

ユニット生産管理 

車両生産管理 

打刻指示 

ユニット生産管理 

車両生産管理 

ユニット出荷 

ユニット物流 

車両出荷 

車両物流 

部品 

部品出庫管理 社内加工品 

工場間物流 

社内加工 

部品組付 

部品納入 

部品出庫 

輸送容器 
通い箱管理 

ニーズ 

 あり 

ニーズあり 

ＲＦＩＤ
活用 

＊AIDCタスクフォース参画各社調査より 

自工会内の企業調査したところ、企業間をまたぐ業務改善にRFIDを
活用した具体的なニーズがありました。 
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２.３ RFID利用にはガイドラインが必要 

9 

RFタグ読み取りゲート 

ＲＦＩＤ付き社員証 

通勤定期 

電子マネー 

すでに流通しているRFID 

RFID利用のためには企業間利用ガイドラインが必要 
＜理由＞ ①RFID媒体の利用ルールがないと各種RFID混在したときに問題発生 
     ②精度よく読み取るための貼付位置などの運用標準が必要 
     ③アンテナやRFID選定など、導入の考慮点をノウハウとして提供  
 

管理対象のRFID 

・貼付位置や向き 

物流用RFID 

日本用 企業間利用のガイドライン 

②運用標準 ③導入の考慮点 

①媒体利用 ＜各種RFID＞ 

車両用、輸送容器など 

混在 
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 RFID媒体の利用方法、運用の標準、考慮点などの 

標準化ガイドラインを作ることで、日本の 

自動車業界全体でRFID利活用が進めやすい環境を整える。 

＜目的＞ 

３.１ 目的 
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AIDC技術 個品識別 

企業間を跨いだ 

完成車や重要部品、
輸送容器などの 

個品情報管理 

ムダの無い 

物流 

原材料情報 

業務に必要な情報付加 

部品情報 製造情報 

製品物流 修理履歴 

1車両ずつの 

製品保証 

＜技術SEEDS＞ ＜業務SEEDS＞ 

＜適用業務＞ 

＜究極的には＞ 

・・・ 

1車両ずつの 

予防修理 

標準化したAIDCを活用し、業務に必要な情報を付加することで、 
これまで以上の効果が期待できます。 

３.２ 狙い 
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AIDCの技術を企業間連携するためには、  
 IT技術を選定し、管理対象の範囲を決め、運用の標準を想定して 
 標準化を検討しています。 

◆標準化の対象 

管理対象物 IT技術 × × 運用 

４. 標準化の対象 
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４.１ AIDC技術の特性と媒体の種類 

AIDC技術 特性 媒体の種類 

一次元シンボル 
（バーコード） 

・誤読率が極めて低い 
・世界的に標準化され広く普及している 

・ラベル 
・加工タグ 
・リライタブルシート 
・ダイレクトマーキング 
 

二次元シンボル 
( QR,DATAMATRIX) 

・誤読率が極めて低い 
・世界的に普及している 
・高速読取 

RFID 
・電波・電磁界で交信する為、見えなくても読み取り 
・複数一括読み取りも可能 
・耐環境性、移動中読取り可能 

物体認証（画像） 
・個体特性による認識（指紋など） 
・微細な表面凹凸の個体差を画像で識別 
・タグが付けられない小さな対象物も識別 

・製品そのもの 

AIDC技術は、色々な特性を持つ種類があり様々な媒体で利用されます。 
AIDC-WGの対象は、1次元シンボル、2次元シンボル、RFIDです。 
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リターナブル 
輸送容器（通い箱） 

個品識別RFID国際規格 

輸送容器識別国際ガイドライン 

パレット 

自動車部品 車両 

４.２ RFID国際規格と対象物 

JAIFでは、RTIガイドラインとアイテムガイドラインがあります。 
RTIは輸送容器、アイテムは自動車部品と車両を対象としています。 
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部品メーカー 自動車メーカー 販売店 

ID採番 

部品製造 

部品製造 

出荷 車両組立 受入 

ID管理 搭載記録 

VIN採番 

輸送 

出荷 

コンテナ コンテナ 

回収 

修理記録 

販売記録 

企業間をまたがるの①②③の領域うち 
まだ、ガイドラインのない①の完成車物流を取り組みました。 

①車両 

③輸送容器 

４.３ 業務領域 

②部品 

個品管理しない部品 
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５.１ 成果物１－JAMAルール 

日本国内向けの車には、VINではなく車台番号を打刻するので、 
UIIには、車台番号を設定し、ユーザエリアに企業コードを設定してく
ださい。 

ISO 
ルール 

RFID  

User TID 
（Tag identifier） 

UII 
Unique Item Identifier 

Reserved 

※ユーザエリア ※タグメーカが利用 ※ユニークキー必須.  

識別子 
「I」 

VIN 17桁  

識別子 
「I」 

車台番号 
FI 

「06」 
 DI 

「6V」 

法人番号 

（企業版マイナンバー） 

日本国内は 
車台番号をセット 

車台ではメーカ判別が難しい 
メーカをユーザエリアにセット 

データ識別子 
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５.２ 成果物２－完成車ガイドライン 

http://www.jama.or.jp/cgi-bin/download.cgi 

JAMAのHPに「RFID完成車物流 適用ガイドライン」を公開してあ
ります。 

ホーム > クルマと情報化 > ビジネスシステムに関する標準化活動 > 業界標準ガイドライン・改訂履歴一覧 

◆ガイドライン ◆JAMA HP 
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５.３ 成果物２－ガイドラインの特徴 

RFIDを知らない利用部門の担当者でもわかるように、 
RFIDの紹介、適用する業務、機器設置に関する注意事項などを記載 
しました。 

1章 RFIDとは  
 RFIDの特徴、基本システム構成、RFタグの種類 

 

2章 ガイドラインの適用範囲 

 適用業務、完成車物流とは、ユースケースの設定 
 
3章 ガイドライン 
 書き込み情報、ハード・ソフト要件、運用にあたっての検討事項 
 

初心者向けの紹介 

業務適用ガイド 

RFIDガイド 
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５.３.１ 第1章 RFIDとは 

1章 RFIDとは  
   RFIDの特徴、基本システム構成、RFタグの種類 

RFIDを知らない業務部門の担当者にRFIDを説明するための章です。 

特徴 説明 

非接触 離れている場所から読める 

追記性 情報の書換え、追記が可能である 

耐環境性 表面が汚れていても読める 

移動体識別 移動しているRFタグを読める 

多様性 用途に合わせ素材や形状を変更できる 

真贋性  複製・偽造が困難である 

複数一括読み取り 複数個を一括で読める 

透過性 覆われていても読める 

◆説明の例 

◆内容 



Copyright (C) Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.2016 20 

５.３.2 第２章ガイドラインの適用範囲 

完成車物流で想定した業務フローです。これをもとに検討しました。 
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５.３.３ 第３章ガイドライン 

第3章は、ガイドライン詳細説明ページです。必読の章です。 
技術的な内容は、附属の説明とあわせて理解をお願いします。 

◆JAMAルールを説明した章 

3.1  書き込み情報 
3.1.3 UIIエリアフォーマット  
3.1.4 ユーザエリア  

3.3 運用にあたっての検討事項  
3.3.3 車両への取り付け位置 
3.3.4 固定リーダとRFタグの位置関係 
3.3.5 固定リーダでの一括読み取り精度保証 

必読 

◆業務要件での検討項目 

必読 
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５.４ 成果物3－ガイドライン体系 

・次のガイドラインに向けて、ガイドラインの内容を決定しました。 
 ①初心者向けに説明する入門編と④関連ISO紹介の前提知識は共通の内容 
 ②業務モデルと③テクニカルルールは、それぞれで必要な内容を検討 

・ガイドラインは、完成車・部品・RTIの作成を検討しています。 

完成車ガイドライン 部品ガイドライン RTIガイドライン 

①入門 

②業務モデル 
 （業務フロー）  

③テクニカルルール 

④前提知識 

入門編 （共通の内容）  

前提知識編（関連 ISO、関連規格、RFID構造 等） 

完成車用 
テクニカル編 

部品用 
テクニカル編 

RTI 
テクニカル編 
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RF Tag 
（UII : 256bit） 

ABC MOTOR ⇒ OK 

Abc Motor   ⇒ NG 

JAMA自動車   ⇒ NG 

現状規定では、「６ビット文字コードを使用」という規定が存在 
 è 「８ビット文字コード( UTF-8)」も認めるよう改訂を提案 

        しました。 

部品は最大35桁必要 

8ビットでは桁数不足 

３５×８＝280bit 必要 

RFタグ商品上の制約 RTI,部品,車両で必要な文字数 

6ビットに 

限定 

対応策 

◆ISO制定時の状況 

・他ISOとの整合性 

・8 ビットが主流   

・技術進歩により商品 

 制約は解消 
「ユーザエリア」も制約 

運用上も不都合 

 

    「６ビット・８ビット どちらも許容」   
è関係組織に依頼し、改訂手続き検討中 

※2018年の改訂ISO発行を目指す  

◆改訂提案 

６．課題 
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FY2014 FY2015 

１Q 2Q 3Q 4Q １Q 2Q 10 11 12 1 2 3 

JAIF 
ISO 

ガイ
ドラ
イン 

AIDC 

活用 

報告 

JAISA － ISO 改訂 

ガイドライン
体系 

ガイドライン見直しポイント
検討 

 RFID 活用研究 企画・準備 

計画作成 

活動まとめ 

JAIF 会議 

2014年は、完成車物流ガイドラインを作成しました。 
2015年は、RFIDガイドライン体系の検討 と RFID活用研究を行い
ました。 

７.１ 活動実績 

forum 

published 

完成車物流ガイドライン 

フォーラム報告準備 
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RFIDを含むAIDCガイドラインを計画を立てて作成していく。 

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 

①完成車物流 
  ガイドライン 

②シリアル付 
  重要保安部品 

③今後の 
ガイドライン検討と作成 
（2年毎に発行） 

改訂作業 

ガイドラ
イン作成 

発行 

発行 

課題の 
 予備調査 

現状調査 
分析 

７.２ AIDC－WG 中期計画 

ガイドラ
イン作成 

現状調査 
分析 

発行 
企
画 
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最終ページ 

 

 

 ご清聴ありがとうございました。 

 
 引き続きJAMA活動へのご理解とご協力を 

宜しくお願い致します。 
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